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○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：設置教室を使用する全正規教員が週１回以上
活用した。
３：８０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

２：６０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織
的に対応した。
３：必要な事案に対しておおかた会議を実施し
た。
２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかった。

１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せ
ず、組織的な対応をしなかった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。
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　体力向上・健康増進を目指す領域も
新型コロナウイルス感染拡大防止の取
組の影響を大きく受けた。しかし、リスク
に配慮しつつできる範囲でできることを
やろうとする姿勢で運動会を実施したこ
と、多くの児童が意欲的に取り組んだこ
と等によって、児童「運動が好き、すす
んで体を動かしている」は７ポイント上
昇した。しかしながら、保護者「子どもの
体力向上」については８８％と高い水準
ではあるが７ポイント減となった。
　望ましい生活習慣に関わる取組は毎
年家庭への協力を依頼していることも
あり、認識が高い。ただし、教員の中に
は指導には取り組んだものの自身の意
識や指導内容、その成果等が十分とは
いえないと厳しく自己評価した教員もい
たため、取組評価は「３」となった。
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Ｃ４：　「学校生活は楽しい」と
回答する児童の割合が

C4：　90％以上

Ｃ３：　80％以上

Ｃ２：　70％以上

Ｃ１：　70％未満

Ｐ４：　「学校は、子ども一人一
人を大切にした教育を行って
いる」「教員は、学習活動を工
夫し、わかりやすい授業づくり
に努めている」と回答した保護
者の割合が

P4：　共に90％以上

Ｐ３：　共に80％以上

Ｐ２：　共に70％以上

Ｐ１：　共に又はいずれかが70％未満

Ｃ４：　「運動が好き、すすんで
体を動かしている」「早寝・早起
き・朝ごはんを守り元気よく生
活しようと心がけている」と回答
した児童の割合
C４　　共に90％以上
Ｃ３：　共に80％以上
Ｃ２：　共に70％以上
Ｃ１：　共に又はいずれかが70％未満

Ｐ４：　「学校は、体育の授業や
体育的行事等の充実を図り、
子どもの体力向上に努めてい
る」「学校は、早寝・早起き・朝
ごはん月間等の取組を通じて、
健康教育に努めている」と回答
した保護者の割合が
P4　　共に90％以上
Ｐ３：　共に80％以上
Ｐ２：　共に70％以上
Ｐ１：　共に又はいずれかが70％未満

Ａ

0

Ｃ４：「授業で学習したことがよ
くわかる」と回答した児童の割
合が

C4　　90％以上

Ｃ３：　80％以上

Ｃ２：　70％以上

Ｃ１：　70％未満

Ｐ４：　「学校は、習熟度別指
導や補習等により、子ども一
人一人の学力に応じた指導に
努めている」と回答した保護
者の割合が
P4　90％以上

Ｐ3：　80％以上

Ｐ2：　70％以上

Ｐ1：　70％未満
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Ｃ４：　「学校や地域のことが
好き」「宿題などの家庭学習
を、しっかりやっている」と回
答した児童の割合が
C4　共に90％以上

Ｃ３：　共に80％以上

Ｃ２：　共に70％以上

Ｃ１：　共に又はいずれかが
70％未満

Ｐ４：　「学校は、学校公開や
保護者会、各種おたよりや学
校ホームページ等を通じて、
教育活動の積極的な情報発
信に努めている」と回答した保
護者の割合が
P4　　90％以上

Ｐ３：　80％以上

Ｐ２：　70％以上

Ｐ１：　70％未満

目標に対する成果指標
(C＝児童　P＝保護者）
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学校関係者記入欄
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令和２年度　大田区立仲六郷小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、
自他の生命
を尊重する心
を育成するな
ど、未来への
希望に満ちた
豊かな心を
はぐくみま
す。
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心
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育
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学校教育目標　：　日々新しく伸びゆく仲六の子　　●　なかよくする子　　●　かんがえる子　　●　心ゆたかな子　　●　はたらく子
２児童数　：　２５０名（令和２年５月１日現在）　　　学級数　：　１０学級（１年２学級　２年１学級　３年１学級　４年２学級　５年２学級　６年２学級）
概　要　：　１９５７年開校で、今年度で６３周年を迎える。学区域には商店街や町工場などがあり、地域に古くから居住する世帯・住民も多い。そのため、地域から愛され、地域と学校とのつながりが深く、教育活動におけるかかわりも豊富かつ多様である。
目指す学校像　：　「だれにとっても大好きな学校」
目指す児童像　：　「自分の考えを表現できる子」（校内研究では、様々な教科での育成を目指す）
特色ある教育活動　：　主体的な学び　人とのかかわり　言語活動の充実　規範意識の向上　体力向上　保護者や地域と共に歩む学校

Ｃ４：　「自分や友達のことを大
切にしている」と回答した児童
の割合が

C4　　　90％以上

Ｃ３：　80％以上

Ｃ２：　70％以上

Ｃ１：　70％未満

Ｐ４：　「学校は、子どもの心に
寄り添い、いじめや不登校、
問題行動等の未然防止・早期
発見・早期対応に努めてい
る」と回答した保護者の割合
が

P４　　90％以上

Ｐ３：　80％以上

Ｐ２：　70％以上

Ｐ１：　70％未満
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地域教育連絡協議会において、児童・生徒
の変容等の具体的な資料を作成して、評価
に必要な学校の情報を適切に提供し、適正
な評価を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の基
本情報、児童・生徒の活動情報等をホーム
ページ等で公開及び更新することにより、
積極的に情報を発信する。
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学校・家庭・
地域が担う役
割などを明確
にし、地域に
開かれた教
育の実現を
目指します。
また、相互の
連携を深め、
子どもを育て
る仕組みを作
ります。
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○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

Ｃ

Ｄ

　今年度も学校ホームページ等を活用
しながら、迅速・確実な情報発信に努め
てきた。保護者「学校は積極的な情報
発信に努めている」は肯定的評価９
７％（うち最高評価５４％）と高水準で
あった。臨時休業中も欠かさず発信に
努めるとともに、連絡や家庭学習支援
のためのツールとしても活用したため、
認知が深まった。
　地域教育連絡協議会はコロナ禍にお
いても積極的に開催し、「開かれた学
校」「地域と共に歩む学校」としての位
置付けを大切にしてきた。今後はコミュ
ニティースクール構想の検討も含め、
一層の連携強化に努めたい。
　なお、児童「学校や地域のことが好き
ですか」の肯定的回答が８５％で、前年
度から３ポイント減である。コロナ禍の
影響により、地域行事や地域との関わ
りに基づく教育活動が困難になり、実
施できなかったことが影響していると考
えられる。新たな関わり方の模索も必
要となるかもしれない。

〇　休校期間やステイホームの中で定期的なホームペー
ジの更新は、児童や保護者が情報を収集することができ
てとても良いと感じました。

○　自分自身も学校に来る機会が少ない中、学校ホーム
ページの情報が分かりやすい。学校の方針も理解できて
いる。

〇　コロナ禍の中で、保護者と協力しながら児童を守って
いただいていること、教職員の皆様に心から感謝してい
る。まだまだ我慢させることが多い状況を残念に思う。地
域としてもできることをやっていきたい。

〇　地域に対する評価は私たちに問われていることであ
り、毎年のイベントが行われなかったことへの残念な思い
のあらわれかと思います。今後コロナ禍で生活スタイル
が変わっていくのであれば、私たちも工夫して変えていく
必要があると感じております。

〇　コロナ禍での学校と家庭と地域との関わり方を皆で
考えていきましょう。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。
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学校支援地域本部と連携するなどして、地
域力を生かした特色ある教育活動を実践
する。
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成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価
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3

家庭への啓発活動を通じて、家庭学習の
一層の充実を図る。

C４
P3

C3
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児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。
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各教科の学習と関連させたり年３回の読書
週間を活用したりして、読書活動の充実を
図る。

１：

3

体育的行事、部活動、休み時間など様々な
機会を通して運動習慣の確立を推進する。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一
人ひとりの学習のつまずきや学習方法につ
いて、指導する。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

Ｄ

目標 取組指標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生徒
に対して組織的に対応する。

3

3

3

スポーツに親
しむ心の育
成や、運動習
慣の定着に
よる体力の向
上など、生涯
にわたって健
康増進を図る
意識の向上
をめざしま
す。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良
質な教育環
境をつくりま
す。

各種研究発表会等の研究・研修の成果を、
自身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、
主任教諭が助言・支援を行う校内研修等を
実施しOJTを充実させる。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校におけ
る特別支援教育を推進する。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

4

3

3

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

学習補助員等による算数・数学・英語の補
習を実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・
生徒に関するケース会議等を実施する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を行
う等道徳指導充実のための取組を行う。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望まし
い生活習慣についての意識啓発を行う。

〇　年度始めは学校の授業を受けることもできない
中での自己評価は、子どもたちには酷なことと思わ
れる。そのような中でも指導の工夫が子どもたちの
授業への理解とつながっていると思います。

○　読書に関するアンケート回答項目の評価が下
がったことは残念だが、これからのビブリオバトルの
取組には期待したい。

　児童「授業で学習したことがよくわかる」に
対し肯定的に回答した児童が前年度から７
ポイント上昇したのはやや意外である。おそ
らく長い臨時休業を経て始まった学校で、精
いっぱい学習に取り組んできたという自負を
感じる児童が多いところからくるものも大き
いだろう。大田区学習効果測定の結果は、
必ずしも思わしいものではない。授業改善
推進プランを策定したが、あらためて分析の
上、学力向上に向けた様々な手だてを講じ
ていく必要がある。本校の校内研究では
「自分の考えを表現できる子の育成～わか
る！できる！自信につながる！指導法を目
指して～」をテーマとして授業研究に取り組
んできた。教員が本校の児童の課題を共有
し、一貫性・系統性・連続性のある指導を行
うことができるようにすることを目指して「学
習指導スタンダード」を策定する。
　語彙の獲得・拡充を目的のひとつとして読
書活動を推進している。「本を読むことが好
き」と回答した児童が若干減少した（２ポイン
ト減）。臨時休業の影響により、読書週間は
１回できなかった。今後は、ビブリオバトル
を試行するなど取組を工夫して一層の充実
を図る。
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１：

〇　コロナ禍であっても先生も子どもたちも、他人を
思いやる気持ちは変わらず、また、相手に通じてい
ることは、うれしく思います。

〇　肯定的な回答が９５％あり、子どもの心の育ち
がわかります。しかし今後の改善策にあるとおり、
残りの5％にどのように対応していくか対策が必要と
思います。

〇　運動会ができたことはよかった。家でじっとして
いる生活は体力の低下につながってしまうので、す
すんで体を動かしていることはよい。

〇　年度始めはコロナ禍の影響が大きく校庭で遊
ぶ子どもたちの姿が見られないことがあったが、最
近は校庭から笑い声もきこえうれしい気持ちになり
ました。先生方の工夫のあらわれかと思います。

〇　感染拡大阻止のために、取組が不十分であっ
たことはやむを得ないと思う。

〇　コロナ禍であっても子どもたちが「学校生活が
楽しい」と思ってもらえることは、先生方の努力の成
果であり、また、この気持ちが学校生活で大切なこ
とだと思います。更なる指導を期待します。

○　展覧会や運動会を参観させていただき、教職員
の方の努力や工夫が十分理解でき、感謝している。

4

3

2

4

4

4

3

3

　新型コロナウイルス感染症拡大防止
のため、小中一貫教育の推進という面
では困難なことが多かった。コロナ禍の
影響を懸念し、６月の学校再開後は
「人との関わりを大切にした活動の重
視」を意識して取り組んだ。道徳授業地
区公開講座も内容を工夫しながら、保
護者も参加で９月に実施することができ
た。衛生管理マニュアルやガイドライン
に基づき、地域の感染状況に応じて臨
機応変に活動の範囲や内容を調整し
てきた。学年を越えた児童同士の交流
も、配慮の下で推進した。
　児童のメンタルヘルスに留意し、学校
生活調査やハイパーＱＵ等を活用して
実態把握に努めるとともに、必要に応じ
てスクールカウンセラーやスクールソー
シャルワーカー、外部機関との連携を
図って不登校等の課題に対応してき
た。
　児童アンケート「自分や友達のことを
大切にしていますか」への肯定的回答
が９５％で昨年度同様に高いレベルで
あるのは望ましいが、少数の否定的な
回答をした児童へのフォロー、見守りを
大切にすべきである。

3

3
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　保護者「学校は、子ども一人一人を大切
にした教育を行っている」の肯定的回答が９
１％で前年より５ポイント増、「教員は、学習
活動を工夫し、わかりやすい授業づくりに努
めている」の肯定的回答が９２％で２ポイン
ト増と、いずれも高い評価を受けた。保護者
回答は、学校再開後の学校の取組を好意
的に見て応援してくださっている方が多いも
のと思われる。必ずしも分析的な評価では
ない面も多分にあるのではないか。本校と
してはありがたく受け止めるとともに、冷静
に考えて一層の指導力向上と教育環境の
充実に努めなければならない。
　コロナ対応により、教員の指導力向上の
ための研修が中止になったり制限がついた
りしたため、研修成果が十分に上がらない
面があった。その分、校内におけるＯＪＴの
充実を重視し、計画的に実施した。特にＩＣＴ
活用に関する校内研修の充実は喫緊の課
題として対応していく必要がある。
　特別支援教育に関しては、サポートルー
ム拠点校の強みを生かし、巡回教員やス
クールカウンセラー等を加え、特別支援教
育コーディネーターを中心に確実に行い、的
確な対応に努めてきた。

３：

P
85%

２：

１：

プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供
の
育
成

コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化にし
なやかに対
応する子ども
の力と自信を
身に付けま
す。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

3

Ｃ４：　「授業では、新しいこと
や難しいことにもすすんで取り
組んでいる」と回答した児童
の割合

C4　　90％以上

Ｃ３：　80％以上

Ｃ２：　70％以上

Ｃ１：　70％未満

Ｐ４：　「学校は、今日的な教
育課題に対応した教育活動の
推進に努めている」と回答した
保護者の割合が

P4　90％以上

Ｐ３：　80％以上

Ｐ２：　70％以上

Ｐ１：　70％未満

４：

P
90％

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、ＩＣ
Ｔ機器を活用した授業を実施する。

4

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業を
実施する。

4

〇　教育課題に対応した教育活動の推進が十分に
行われている。

〇　コロナ禍での先生方の取組は、これまでの教科
指導とは形が違うので御苦労も多かったと思いま
す。しかし子どもたちや保護者の感想は不安の少な
い学校への安心感を感じます。

〇　ＩＣＴ機器活用やタブレット学習スキルは、再び
登校に制約ができた場合に必要なスキルとなるた
め、更なる活用を期待します。

〇　体を動かす制約が多い家庭内の助けになる学
校の校庭の活用を期待します。

〇　コロナ禍での体力向上のため学校でできること
を新たに考えていく必要があると感じました。

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動
や理数授業等を実施する。

3
３：

C
87％

Ｂ 0

Ｃ 0

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体計
画を作成し、計画に基づいた体育指導や
「一校一取組」運動や「一学級一実践」運動
を実践する。

3
１：

Ｄ 0
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　外国語及び外国語活動では、担任が主導
し外国語教育指導員との連携の下で行う授
業を推進してきた。指導にやや難しさを感じ
ている教員もいる。校内研修等を通して教
員一人一人の指導力向上を図っていく。
　学校全体でＩＣＴ機器の積極的な活用に取
り組んできた。電子黒板等はもちろん、児童
が使用するタブレット端末の活用も進み、指
導する教員にも学習する児童にも適切なス
キルが身に付いてきている。１人１台端末
が整備される中で、家庭学習を含めた活用
の推進を図っていく。今年度全面実施となっ
た学習指導要領では、プログラミング教育
の実施も注目されている。教科等で必須と
して行う高学年だけでなく、様々な学年でプ
ログラミング的思考の育成を試みたり、校内
研修を行いながら実際にプログラミング学
習の授業を実施したりした。
　新型コロナウイルス感染症対策のため、
本校では今年度に限って体力テストの実施
を見送った。また、体育の授業等で扱う運
動の内容にも制限があり、指導が不十分な
面があった。水泳指導は全く行うことができ
なかったし、本校独自の取組である「仲六道
場」も実施時期が遅くなった。今後、状況に
応じて児童の体力を分析し、課題に応じた
指導の充実を図っていく。
　保護者「今日的な教育課題に対応した教
育活動」に対する肯定的評価が前年度から
５ポイント上昇。取組について理解し、評価
していただいている。
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